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11月16日（金）市民参加の
議員研修会を開催します。
「議員定数・議員報酬の
あり方について」詳細は、
19ページをご覧下さい。



甲斐市議会だより No.57 2甲斐市議会だより No.573

第３回定例会／決算認定第３回定例会／決算認定

平
成
30
年

第
３
回
定
例
会

平
成
30
年
第
３
回
定
例
会
は
、
9
月
10
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
条
例
の
改
正
、
補
正
予
算
、
決
算
の
認
定
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
15
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
様
子
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
録
画
中
継
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

定例会のあらまし

歳　入
288億4,974万円

市税
86億 4,732万円

30.0％

地方交付税
55億8,297万円

19.3％

地方交付税
55億8,297万円

19.3％

国庫支出金
44億4,371万円

15.4％

国庫支出金
44億4,371万円

15.4％

市債
28億 1,808万円

9.8％

市債
28億 1,808万円

9.8％

地方消費税交付金
12億4,226万円4.3％
地方消費税交付金
12億4,226万円4.3％

諸収入
7億1,460万円2.5％
諸収入
7億1,460万円2.5％

繰入金
9億4,764万円3.3％
繰入金
9億4,764万円3.3％

その他
12億9.229万円4.5％
その他
12億9.229万円4.5％

繰越金
13億8,773万円4.8％
繰越金
13億8,773万円4.8％

県支出金
17億7,314万円6.1％
県支出金
17億7,314万円6.1％

市の借り入れたお金
です。

市の事業に対し、国
から交付されたお金
です。

前年度から繰り越
されたお金です。

自治体の規模や人口
に応じて国から交付
されたお金です。

市民税や固定資産税
などみなさんが納め
た税金です。

平成29年度一般会計決算の状況は
　平成29年度一般会計の決算は、決算審査特別委員会で審査後、討論の末、可決となりました。（P４に関連記事）
　歳入については、国庫支出金、県支出金、市税などの増額により、歳入全体で前年度と比較すると20億2,892
万円の増額（＋7.56％）となりました。
　歳出についても、民生費では、自立支援給付事業、生活保護費の増額、教育費では、各小中学校教室への
エアコン設置事業、土木費では、塩崎駅周辺整備事業の実施などにより、歳出全体でも前年度と比較して21億
9,881万円の増額（＋8.65％）となりました。

社会保障関係費支出 総額100億円超に

私は賛成です。 私は反対です。賛成討論
内藤 久歳 議員

反対討論
谷口 和男 議員

　増加する社会保障関係経費に的確に対応する中で、政策
課題の着実な推進と健全財政の堅持を基本とし、施策の選択
と集中を図るなか、主要事業である 『塩崎駅周辺整備事業』
や『甲斐市版ネウボラ推進プロジェクト』、『創甲斐教育』の
推進に加え、市内小中学校13校へのエアコン設置事業への対
応など、市民生活に直接かかわる事業に対して、効率的・効
果的な予算執行がなされているものと総括することができま
す。
　本市の将来像である『緑と活力あふれる生活快適都市』の
実現に向け、将来を見据えた的確な判断と、臨機応変な実行
力を備えた財政運営に期待し、賛成討論とします。

　普通会計の主要指標が概ね良好に推進しており、行政全般
への一定の配慮とエアコンのすみやかな設置については評価
できる。
　しかし、歳入では市民の消費税納入分約130億円に対し、
消費税交付金が12億円余しかないことや、サテライト双葉の
公営賭博売上金の収入は納得できない。
　歳出では、行政サービスの根幹をなす正規職員の人件費が
県内最下位であること。商工費の充実と住宅リフォーム助成
制度の導入、中学３年生までの医療費を窓口無料にするとと
もに、子どもの貧困対策を充実すべき。マイナンバー制度は
支持できない。また国に対しても、地方財政のさらなる充実
を強く要求すべきである。

歳　出
276億3,190万円

民生費
102億 1,005万円

36.9％

公債費
30億8,709万円

11.2％
土木費

31億4,217万円
11.4％

土木費
31億4,217万円

11.4％

教育費
37億2,590万円

13.5％

教育費
37億2,590万円

13.5％

総務費
24億3,222万円

8.8％

総務費
24億3,222万円

8.8％

労働費・商工費
1億2,892万円0.4％
労働費・商工費
1億2,892万円0.4％

消防費
9億6,536万円3.5％
消防費
9億6,536万円3.5％

農林水産業費
4億1,250万円1.5％
農林水産業費
4億1,250万円1.5％

議会費
2億2,021万円0.8％
議会費
2億2,021万円0.8％

諸支出金
12億2,970万円4.5％
諸支出金
12億2,970万円4.5％

衛生費
20億7,778万円7.5％
衛生費
20億7,778万円7.5％

社会保障など福祉に
かかったお金です。

戸籍、人事、選挙な
どに使ったお金です。

健康診断、予防接種、
ごみの処理などに
使ったお金です。

借入金の返済に使っ
たお金です。

議会運営に使った
お金です。

小中学校、生涯学習、
スポーツ振興などに
使ったお金です。

決 算
認 定効率的な財政運営を求める

平成29年度

決 算
一般会計歳出  　276億3,190万円を認定

●会計別の決算の状況	 △はマイナス

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支

一　般　会　計 288 億 4,974 万円 276 億 3,190 万円 12 億 1,784 万円 5,225 万円 11 億 6,559 万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

国民健康保険 89 億 9,789 万円 85 億 7,305 万円 4 億 2,484 万円 0 4 億 2,484 万円

後期高齢者医療 6 億 5,887 万円 6 億 5,812 万円 75 万円 0 75 万円

介護保険 47 億 6,476 万円 46 億 8,080 万円 8,396 万円 0 8,396 万円

介護サービス 1,067 万円 960 万円 107 万円 0 107 万円

住宅新築資金等貸付事業 117 万円 92 万円 25 万円 0 25 万円

簡易水道事業 8,293 万円 8,276 万円 17 万円 0 17 万円

地域し尿処理施設 1,391 万円 1,340 万円 51 万円 0 51 万円

農業集落排水事業 1,211 万円 1,192 万円 19 万円 0 19 万円

下水道事業 23 億 4,615 万円 23 億 2,528 万円 2,087 万円 0 2,087 万円

合併浄化槽事業 2,267 万円 2,266 万円 1 万円 0 1 万円

水 道 事 業 会 計 ※ 9 億　630 万円 10 億 7,130 万円 △ 1 億 6,500 万円

※水道事業会計での支出額に不足する額は、過年度分および当年度分損益勘定留保資金、建設改良積立金、当年度分消費税および地
方消費税資本的収支調整額で補てんしました。
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１億3,979万円 増額

平成３０年度一般会計補正予算（第２号）

第３回定例会／決算審査レポート第３回定例会／補正予算

一 般 会 計 補 正 予 算（ 第２号 ）
は、寄附金、繰入金、市債など
を財源に、総務管理費、小学校
費、社会福祉費の増額などの補
正予算が提出され、採 決の結
果、全会一致で可決しました。

双葉中学校 大規模改修等

● 双葉中学校費
〔3,115万円の増額〕
生徒数の増加に伴う増築工事および校舎の老朽化に伴う大
規模改修工事の設計業務に要する経費などの増額です。

Q 	 ほかの学校の今後の改修予定は。

A 	 学校全体の改修計画を策定していくなか
で、現在、小中学校の改修の優先順位の
検討をしている。

●歳入（財源） 

項　　目 金　　額

寄 附 金 8,000万円

繰 入 金 2,823万円

市 債 2,590万円

県 支 出 金 520万円

国庫支出金 46万円

●歳出（使いみち） ※青字と△は減額

項　　目 お も な 事 業 金　額

総 務 費 関係職員費、企画管理費（新たにふるさと納税
ポータルサイトを活用するための経費など） １億1,626万円

教 育 費 双葉中学校費、関係職員費 3,055万円
衛 生 費 関係職員費、広域事務組合負担金 1,426万円

農林水産費 土地改良事業（竜王西河原地内水路改修工事）、
有害鳥獣捕獲等対策事業 301万円

土 木 費 関係職員費 142万円
議 会 費 関係職員費 △72万円
労 働 費 関係職員費、働く婦人の家管理運営費（防水工事） △90万円
商 工 費 関係職員費 △212万円
民 生 費 関係職員費、竜王東保育園費（遊具移設工事他） △2,197万円

主な補正予算事業を紹介します

補 正
予 算

■特別会計および水道事業会計補正予算 ※△は減額

会　計　名 予　算　額 補　正　額 総　　額

国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 74 億 8,250 万円 △ 174 万円 74 億 8,076 万円

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号） ７億 2,233 万円 75 万円 ７億 2,308 万円

介護保険特別会計補正予算（第 1 号） 44 億 5,827 万円 752 万円 44 億 6,579 万円

簡易水道事業特別会計補正予算（第 2 号） 9,634 万円 △ 28 万円 9,606 万円

地域し尿処理施設特別会計補正予算（第 1 号） 1,537 万円 ２千円 1,537 万円

下水道事業特別会計補正予算（第 1 号） 23 億 7,391 万円 △ 115 万円 23 億 7,276 万円

水道事業会計補正予算（第 1 号） 11 億 1,719 万円 △ 108 万円 11 億 1,611 万円

平
成
29
年
度
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
民
の
暮
ら
し
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
？

決
算
を
徹
底
チ
ェ
ッ
ク

市
税
の
滞
納
繰
越
額
は
ど
れ
く
ら
い
に

な
る
の
か
。

平
成
29
年
度
滞
納
繰
越
額
は
、
3
億
1
、

5
6
8
万
円
で
あ
る
。

固
定
資
産
税
の
収
納
対
策
強
化
の
方
法

は
。

収
納
課
に
お
い
て
、
新
た
に
２
名
の
高
額
滞
納

者
の
担
当
者
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
対
応
を

し
て
い
る
。

給
食
費
の
未
納
世
帯
数
と
収
納
率
は
。

平
成
29
年
度
は
、
現
年
分
と
過
年
度
分
を
併
せ

る
と
94
世
帯
、
収
納
率
は
、
９
８
・
０
９
％
で

あ
る
。

移
住
定
住
魅
力
発

信
拠
点
運
営
業
務

委
託
の
内
容
は
。

首
都
圏
等
で
の
特
産

品
の
販
売
や
販
路
拡

大
、
移
住
相
談
会
で

移
住
定
住
の
促
進
を
図
る
「
甲
斐
ス
タ
イ
ル
」

へ
の
業
務
委
託
で
あ
る
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
何
人
に
発
行
し
て
い

る
の
か
。

平
成
29
年
9
月
１

日
か
ら
配
布
を
開

始
し
、
平
成
29
年

度
末
で
9
6
1
枚
配
布
し
て
い
る
。

中
巨
摩
広
域
と
峡
北
広
域
に
お
け
る
ご
み

処
理
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

中
巨
摩
広
域
は
、
8
6
1
3
・
6
ト
ン
、
峡
北

広
域
は
、
7
2
8
3
・
1
ト
ン
で
あ
る
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
実
績
と
１
頭
あ
た
り
の

報
償
額
は
。

平
成
29
年
度
は
、
猪
30
頭
、
鹿
1
0
0
頭
、
報
償

額
は
、
１
頭
に
つ
き
１
５
、0
0
0
円
で
あ
る
。

緑
化
推
進
記
念
樹
配
布
の
実
績
は
。

誕
生
で
2
5
3
本
、
新
築
で
1
4
9
本
、
婚
姻
で

1
1
8
本
、
合
計
5
2
0
本
配
布
し
て
い
る
。

消
防
団
員
は
、
火
災
お
よ
び
風
水
害
等
で

ど
れ
く
ら
い
出
動
し
て
い
る
か
。

平
成
29
年
度
は
、
火
災
21
件
、
訓
練
84
件
、
警
防
調
査

出
動
１
６
６
件
、
特
別
警
戒
出
動
が
１
７
０
件
、
風
水

害
２
件
、
風
水
害
の
時
の

警
戒
出
動
が
４
件
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
そ
の
他
１
４
６

件
出
動
し
て
い
る
。

創
甲
斐
教
育
事
業
の
平
成
29
年
度
の
重
点
活
動
は
。

【
①
整
理
整
頓
、
②
清
掃
活
動
、
③
あ
い
さ
つ
】

に
つ
い
て
、
各
小
中
学
校
で
独
自
性
を
持
っ
て
取

り
組
む
「
甲
斐
っ
子
の
宝
」
の
活
動
を
行
っ
た
。

歳 

入

歳 

出

Ｑ

ＱＱＱ

ＱＱＱＱ

ＱＱ Ａ

ＡＡＡ

ＡＡＡＡ

ＡＡ

決 算
審 査

防災訓練の様子

ヘルプカード 甲斐スタイルの活動

平
成
29
年
度
の
決
算
審
査
は
、
委
員
20
人
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
委
員
長 

五
味
武
彦
議
員
、
副
委
員
長 

松
井
豊
議
員
）
を
設
置
し
、

9
月
20
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
の
延
べ
5
日
間
、
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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みなさんからの 請願 はこうなりました。

定例会人事
　任期満了に伴い、次の方の選任に同意しました。

議員発議により国に意見書を提出しました。
件　名 提出議員 要望事項 議決結果

太陽光発電設備
の立地規制等に
係る法整備等を
求める意見書の
提出について

創政甲斐クラブ　内藤　久歳
甲斐市民クラブ　五味　武彦
新政会　清水　和弘
公明党　保坂　芳子
颯新クラブ　有泉　庸一郎
日本共産党甲斐市議団　松井　豊

（各会派代表者）

①太陽光発電設備について、景観、環境及び防災上の観
点から適正な設置がされるよう、立地の規制等に係る法
整備等、所要の措置を行うこと。例えば、地域で重要な
田園風景や自然環境が残る場所、住民が著しく危険を感
じる場所などは、市町村長の意見を聴いた上で、特例
的に立地を規制すること。

②上記による法整備等の実効性を高めるため、FIT 法にお
いても、着工していない認定案件について、事業者が
計画地を立地規制の対象となる場所から変更する場合で
も、同じ買取価格を適用すること　など。

可　決
（全会一致）

国（内閣総理大臣、衆議
院議長、参議院議長、総
務大臣、農林水産大臣、
経済産業大臣、国土交
通大臣、環境大臣）に意
見書を提出

件　名 提出者 紹介議員 要望事項 議決結果
教 職 員 定 数 改
善、 小人数学級
推進、 及び義務
教育費国庫負担
制度拡充を図る
ための請願書

甲斐市ＰＴＡ連絡協議会
会長　中込　幹也

甲斐市公立小中学校長会
会長　長田　靖

甲斐市公立小中学校教頭会
会長　松井　渉

山梨県教職員組合中巨摩支部
執行委員長　諸星　嘉史

横山　洋介
滝川　美幸

①計画的な教職員定数改善を推進すると
ともに、少人数学級の推進を図ること。

②義務教育の根幹である、教育の機会均
等・水準確保・無償制の維持に不可欠な
義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

③教育条件の格差解消を図るため、地方
交付税を含む国における教育予算を拡
充すること。

採　択
（全会一致）

国（内閣総理大臣、衆議
院議長、参議院議長、文
部科学大臣、財務大臣、
総務大臣）に意見書を
提出

第３回定例会／委員会レポート 第３回定例会／条例・請願等

条 例
請願等

第３回定例会では、条例の一部改正について審議を行いました。
その中で、皆さんの生活に身近なものをピックアップしてお知
らせします。

今定例会における各常任委
員会での議案審査の質疑を
抜粋してお伝えします。

（９月１３、１４日開催）

条例・補正予算等

委員会レポート
総務教育常任委員会

建設経済常任委員会

議案を
チェック

概要：	 ふるさと応援寄附金事業において、新たに
ふるさと納税ポータルサイト「ANA ふるさ
と納税」を活用するための経費等の増額

Q 	 ANA ふるさと納税
	 とは。

A 	 ANA 専用のポー
タルサイト、国
内・国外線の機
内誌などで展開
している。

概要：	 働く婦人の家の修繕工事費の増額

Q 	 施設のどこを修理するのか。

A 	 施設管理者が非常用階段の２階に上がる
踊り場のコンクリート破損を発見したた
め、雨水が浸透しないよう修理を行う。

概要：	 農業基盤整備促進事業補助金の増額に伴
う、竜王西河原地内水路改修工事費等の増額

Q 	 工事場所はどこなのか。

A 	 竜王地区の明生学園南側にある農地の中
の水路である。

概要：	 定例人事異動および昇給、昇格に伴う給料等
の増額、また、共済費の事業主負担の増額

Q 	 共済費の負担率はどれくらい増加したのか。

A 	 40歳以上の介護保険料を払う場合の負担
率は、1,000分の0.9413、40歳未満は、1,000
分の0.9113が上がった。

概要：	 峡北広域行政事務組合に対する、新たな
ごみ処理場を建設するための先進地視察
費などの負担金の増額

Q 	 峡北広域行政事務組合の基金で対応する
意見はなかったのか。

A 	 本市では、基金での対応を要望したが、
他市との協議により負担金の増額となっ
た。

概要：	 竜王東保育園の外灯設置工事および遊具
移設工事費の増額

Q 	 外灯設置工事について、これまで要望は
なかったのか。

A 	 今回、保護者から安全面での要望があり
対応する。

Q 	 県の指導監査により、遊具の移設を行う
説明であるが、他の保育園も定期的に指
導監査を実施しているのか。

A 	 他の園も県の指導監査は毎年実施してい
る。

企画管理費　4,630万円の増額補正

働く婦人の家管理運営費　127万円の増額

土地改良事業　300万円の増額補正

総務管理関係職員費　5,139万円の増額補正

広域事務組合負担金　21万円の増額補正

竜王東保育園費　　40万円の増額補正

竜王東保育園　こどもの日集会

ふるさと応援
寄附金パンフレット

厚生環境常任委員会

委員会

補正

案　件 名前（地区） 議決結果
公平委員会委員の選任の件 金丸　治子（西八幡） 同　意

甲斐市敬老祝金支給条例の一部改正の件を可決

敬老祝金の支給金額などを見直しへ
　高齢化が進む中で、日本人の平均寿命が、80歳を超え、支給
対象年齢の77歳を既に超えていることから、本事業における
「長寿を祝福」という当初の目的は、達成されていること、ま
た、県内他市における支給状況等を勘案し、所要の改正をおこ
なうものです。

●主な改正点（平成31年４月１日施行）
（１）満77歳（３千円）の支給は廃止
（２）満100歳への支給は、特別祝金（10万円）のみとし、満

101歳以上の者への祝金の額を５万円から２万円に改め
る。

●主な質疑
Q 	 100歳以上の支給について、他の市はどうか。

A 	 県内13市の内、本市以外に満100歳以上
を対象に祝金を支給している市が３市
あるが、いずれも２万円である。

高齢者運動会の様子
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ここが聞きたい　一般質問

平成30年７月豪雨災害に対する義援金を
市議会議長会を通じて寄附しました。
　このたびの台風７号および梅雨前線に伴う豪雨により、西日本を中心とした被害甚
大の報に接し、被災された皆様方に対し、心からお見舞い申し上げるともに、犠牲にな
られた方々のご冥福と早期に復旧されますことを、謹んでお祈り申し上げます。

甲斐市議会では被災地の皆さんを応援しています。

議案審議結果

こ
こ
が
聞
き
た
い

一般質問

第３回定例会では15人の議員が一般質問を行い、３日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、10ページから17ページです。
なお、議会ホームページで、一般質問の録画を配信していますのでご覧ください。

QR コードはこちら→

甲斐市議会　議会中継 検  索

一般質問は、行政全般にわたり、議員
個人が、執行機関に対し、事務の執行
状況や将来に対する方針等について所
信を質し、あるいは報告、説明を求め
又は疑問を質すことをいいます。

９
月
10
日（
月
）

甲斐市民クラブ
滝川 美幸 議員　10ページ
① 甲斐市の震災対策と水災対策に

ついて
② 多様な子育て支援の充実を

創政甲斐クラブ
赤澤 　厚 議員　10ページ
① 甲斐市の豪雨災害対策について
② 茅ヶ岳広域農道東部区間について

新政会
秋山 照雄 議員　11ページ
① 釜無川及び貢川の災害対応につ

いて
② 甲斐市道路整備計画及び都市計

画について
③ 鳥獣害防止対策について

甲斐市民クラブ
横山 洋介 議員　11ページ
① 道路等の維持管理について
② 交通弱者対策について

９
月
11
日（
火
）

公明党
加藤 敬徳 議員　12ページ
① 飲み残し残薬について
② 豪雨災害に備えて

新政会
伊藤　 毅 議員　12ページ
① 保育園の現状について
② こども医療費助成制度について
③ 竜王東小学校周辺水路について

公明党
金丸 幸司 議員　13ページ
①	中小企業の設備投資を促す制度

について
②	学校施設や通学路におけるブ

ロック塀等の安全性確保の推進 
について

創政甲斐クラブ
内藤 久歳 議員　13ページ
①	敷島総合文化会館の改修について
②	敷島総合文化会館駐車場の舗装

整備を
③	道徳教育について

新政会
清水 正二 議員　14ページ
① 甲斐市公共施設等総合管理計画

について

９
月
12
日（
水
）

日本共産党 甲斐市議団
松井　 豊 議員　14ページ
① 障がい者雇用を確保するとともに、施策の充実を
② 木質バイオマス発電事業の成功のために
③ 公共施設管理計画の進捗状況と見通しについて

日本共産党 甲斐市議団
谷口 和男 議員　15ページ
① 山梨県緑化センター跡地活用基本計画案について
② 心身障がい１級２級の医療費窓口無料化を
③ 上水道の耐震化と、東川の豪雨災害対策について
④ 国保税近隣市の状況及び介護保険の差押えについて

創政甲斐クラブ
藤原 正夫 議員　15ページ
① 自治会の統合支援について
② 甲斐市自治会連合会の運営について

颯新クラブ
有泉 庸一郎 議員　16ページ
① 第３次甲斐市行政改革大綱について

新政会
清水 和弘 議員　16ページ
① 竜王駅前活性化事業「竜王駅前甲斐てき朝市」について
② マイナンバーの普及状況について

公明党
保坂 芳子 議員　17ページ
① 災害時のため乳幼児液体ミルクの備蓄を
② おたふくかぜとロタのワクチンに公費助成を
③ 手話言語条例の制定を
④ 甲斐市に生まれ育つすべての子に途切れのない支援を

平成30年 第３回定例会  議案審議結果

会派名

議席番号

議員名
議案番号　　議案名

議決
月日

議決
結果

甲斐市民クラブ 創政甲斐クラブ 新政会 公明党 颯新
クラブ

日本共産党
甲斐市議団
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議案第 50 号 甲斐市税条例の一部改正の件 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 51 号 甲斐市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関

する基準を定める条例の一部改正の件 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 52 号 甲斐市敬老祝金支給条例の一部改正の件 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議案第 53 号 平成 30 年度甲斐市一般会計補正予算（第 2 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 54 号 平成 30 年度甲斐市国民健康保険特別会計補正予算

（第 1 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 55 号 平成 30 年度甲斐市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第 1 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 56 号 平成 30 年度甲斐市介護保険特別会計補正予算（第 1
号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 57 号 平成 30 年度甲斐市簡易水道事業特別会計補正予算
（第 2 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 58 号 平成 30 年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計補正
予算（第 1 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 59 号 平成 30 年度甲斐市下水道事業特別会計補正予算（第
1 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 60 号 平成 30 年度甲斐市水道事業会計補正予算（第 1 号） 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 61 号 市道路線認定の件 9 月 19 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定第 １号 平成 29 年度甲斐市一般会計歳入歳出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

認定第 ２号 平成 29 年度甲斐市国民健康保険特別会計歳入歳出
決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ３号 平成 29 年度甲斐市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ４号 平成 29 年度甲斐市介護保険特別会計歳入歳出決算
認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

認定第 ５号 平成 29 年度甲斐市介護サービス特別会計歳入歳出
決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ６号 平成 29 年度甲斐市住宅新築資金等貸付事業特別会
計歳入歳出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ７号 平成 29 年度甲斐市簡易水道事業特別会計歳入歳出
決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ８号 平成 29 年度甲斐市地域し尿処理施設特別会計歳入
歳出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 ９号 平成 29 年度甲斐市農業集落排水事業特別会計歳入
歳出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 10 号 平成 29 年度甲斐市下水道事業特別会計歳入歳出決
算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 11 号 平成 29 年度甲斐市合併浄化槽事業特別会計歳入歳
出決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第 12 号 平成 29 年度甲斐市水道事業会計決算認定の件 10 月 1 日 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第 30-4 号 教職員定数改善、小人数学級推進、及び義務教育費

国庫負担制度拡充を図るための請願書 10 月 1 日 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意　第３号 教職員定数改善、少人数学級推進及び義務教育費国
庫負担制度拡充を図るための意見書の提出について 10 月 1 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意　第２号 太陽光発電設備の立地規制等に係る法整備等を求め
る意見書の提出について 10 月 1 日 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意第６号 公平委員会委員の選任の件 10 月 1 日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※議長（長谷部集）は可否同数以外は採決に加わらない。

○…賛成　×…反対

公開します。議員の賛否
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一般質問

洪水ハザードマップの見直しの検討をするのか
市長▶新たな洪水ハザードマップを、平成32年度を目標に作成を進める

創政甲斐クラブ　赤澤 　厚  議員　　　　　　

赤
澤 

甲
斐
市
北
部
の
危
険
地

域
に
は
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
し
て
防
災
力
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
取
り
組
み

は
。市

長 

防
災
に
対
す
る
知
識
、

技
能
を
有
す
る
人
材
を
養
成

し
、
自
立
す
る
自
主
防
災
組
織

の
活
動
を
推
進
す
る
た
め
「
甲

斐
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
習
」
を
平
成
28
年
度
か
ら
開

催
し
、
1
8
7
名
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
を
輩
出
し
て
い
る
。
今
後

も
こ
の
養
成
講
習
を
継
続
し
、

危
険
地
域
の
み
な
ら
ず
、
全
市

的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
各

自
治
会
に
複
数
の
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
を
配
し
、
地
域
防

災
力
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

赤
澤 

農
業
用
水
た
め
池
の
洪

水
に
伴
う
決
壊
の
対
応
は
。

市
長 

た
め
池
に
大
き
な
地

震
や
洪
水
に
よ
る
決
壊
の
恐
れ

が
発
生
し
た
場
合
、
住
民
が
早

く
安
全
な
場
所
に
避
難
が
で
き

る
か
が
、
被
害
を
少
な
く
す
る

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と

か
ら
、
平
成
25
年
度
に
「
た
め

池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成

し
、
地
元
説
明
会
の
開
催
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
公

表
を
行
っ
て
い
る
。
避
難
等
の

情
報
は
、「
甲
斐
市
地
域
防
災

計
画
」
に
基
づ
き
、
市
の
防
災

行
政
無
線
等
に
よ
り
周
知
を
徹

底
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

茅
ヶ
岳
広
域
農
道
東

部
区
間
の
今
後
の
市

と
し
て
の
対
応
は

市
長 

今
後
、
地
籍
調
査
事

業
の
成
果
に
よ
り
茅
ヶ
岳
東
部

広
域
農
道
の
事
業
用
地
面
積
が

確
定
し
た
ら
、
県
に
よ
り
個
々

の
交
渉
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
県
に
協
力
し
、

丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
、
早
期

の
全
線
開
通
に
向
け
て
鋭
意
努

力
し
て
い
く
。

甲斐市地域防災リーダー養成講習の様子

災害時に危険度が増すと思われるブロック塀の調査実施は
市長▶大阪府北部地震後に、公共施設全般の安全点検を実施した

甲斐市民クラブ　滝川 美幸  議員　　　　　　

滝
川 

基
準
を
満
た
し
て
い
て

も
強
度
が
不
足
し
て
い
る
場
合

も
考
え
ら
れ
る
、
塀
の
所
有
者

に
強
度
調
査
の
実
施
と
改
善
を

働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

建
設
産
業
部
長 

ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
防
止
対
策
は
人
的
被

害
の
防
止
お
よ
び
避
難
通
路
の

確
保
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ

る
。
所
有
者
が
自
ら
対
応
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
適
正
な
維
持
管
理
に
つ

い
て
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

滝
川 

避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
へ
の
登
録
者
は
ど
の
く
ら
い

か
。

福
祉
部
長 

対
象
者
の
う
ち
、

自
治
会
や
民
生
委
員
等
へ
の
情

報
提
供
に
同
意
し
た
場
合
、
地

域
の
支
援
体
制
整
備
に
活
用
さ

れ
る
が
、
８
月
末
で
の
登
録
者

数
は
１
、１
９
６
人
で
あ
る
。

滝
川 

水
災
時
と
震
災
時
で
は

避
難
場
所
が
異
な
る
と
思
う

が
、
水
災
時
の
避
難
場
所
は
明

確
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部
長 

昨
年
度
水
害
時

の
緊
急
避
難
と
し
て
、
浸
水
が

想
定
さ
れ
る
地
域
で
は
市
内
小

中
学
校
の
校
舎
２
階
以
上
を
指

定
し
広
報
誌
等
で
周
知
を
図
っ

て
い
る
。

発
達
障
が
い
と
思
わ

れ
る
乳
幼
児
の
指
導

を
拒
む
保
護
者
へ
の

対
応
は

市
長 

「
健
や
か
サ
ポ
ー
ト
会

議
」
で
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
継

続
し
て
配
布
す
る
等
、
療
育
の

必
要
性
を
伝
え
て
い
く
。

滝
川 

昨
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
乳
幼
児

施
設
を
対
象
に
貧
困
調
査
を
実

施
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
貧

困
を
感
じ
た
旨
の
回
答
を
し
た

と
の
事
だ
が
今
後
の
対
策
は
。

子
育
て
健
康
部
長 

支
援
が
必
要
と

感
じ
た
場
合
、
保
育
園
と
し
て

は
保
護
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
対
応
し
て
い

る
、
ま
た
家
庭
相
談
員
や
関
係

部
署
に
繋
げ
共
通
理
解
を
図
り

対
応
し
て
い
く
。

調査された双葉西小学校ブロック塀

一般質問　

釜無川の堤防が決壊し、河川が氾濫した場合の被害の想定は
市長▶信玄橋付近で破堤した場合は、竜王地区のほぼ全域の浸水が想定される

新政会　秋山 照雄  議員　　　　　　

秋
山 

釜
無
川
の
管
理
者
で
あ

る
国
土
交
通
省
と
の
連
携
協
議

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。市

長 

国
・
県
・
関
係
自
治

体
で
構
成
す
る
「
富
士
川
流
域

に
お
け
る
減
災
対
策
協
議
会
」

に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
対
策
を
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
の
協
議
や
情
報

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

竜
王
地
区
、
敷
島
地
区

に
お
け
る
線
引
き
の
見

直
し
や
市
街
化
区
域
の

拡
大
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
の
か

市
長 

市
街
化
区
域
お
よ
び

市
街
化
調
整
区
域
は
、
市
町
村

が
独
自
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
市
の
条
例
に
よ
り
、

一
定
条
件
の
も
と
連
た
ん
性
を

持
っ
た
土
地
利
用
を
図
る
と
と

も
に
、
良
好
な
居
住
環
境
の
形

成
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

秋
山 

医
療
施
設
、
商
業
施
設

が
存
在
す
る
ア
ル
プ
ス
通
り
近

隣
の
西
八
幡
地
区
、
万
才
地

区
、
玉
川
地
区
に
は
、
調
整
区

域
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
部
分

的
に
市
街
化
区
域
の
変
更
を
県

に
要
望
で
き
な
い
か
。

建
設
産
業
部
長 

こ
の
場
所
は
、

従
前
、
土
地
利
用
に
対
す
る
制
限

が
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
が
、

市
の
条
例
に
よ
り
規
制
緩
和
を

図
り
、
一
定
の
条
件
は
あ
る
も
の

の
土
地
利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
宅
地
開
発
や
住
宅
建
築
が
進

む
状
況
を
踏
ま
え
、
区
域
区
分
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
県
へ
要
望
し

て
い
き
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
が
捕
獲
の
際
の
出

動
手
当
等
に
つ
い
て

検
討
で
き
な
い
か

市
長 

管
理
捕
獲
の
報
償
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
狩

猟
税
の
非
課
税
等
従
事
者
に
優

遇
措
置
が
あ
る
こ
と
か
ら
出
動

手
当
は
、
支
給
し
て
い
な
い
。

今
後
、
他
の
市
町
村
の
状
況
等

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

釜無川の様子

道路等の維持管理について今後の対策は
市長▶維持修繕、保全事業を推進し財源確保に向け国・県に強く要望していく

甲斐市民クラブ　横山 洋介  議員　　　　　　

横
山 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ

て
い
な
い
歩
道
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長 

県
道
・
市
道

と
も
に
把
握
し
て
い
な
い
。

横
山 

歩
道
の
な
い
幹
線
道
路

へ
地
元
か
ら
歩
道
設
置
の
要
望

は
な
い
の
か
。

建
設
産
業
部
長 

歩
道
の
設
置

要
望
は
な
い
。

横
山 

市
内
の
全
路
線
を
総
点

検
し
、
関
連
付
設
と
と
も
に
道

路
の
大
規
模
改
修
や
改
良
が
計

画
的
に
で
き
る
よ
う
「
道
路
等

維
持
管
理
計
画
」
を
策
定
し
て

は
ど
う
か
。

建
設
産
業
部
長 

計
画
的
な
道

路
等
の
状
態
把
握
や
維
持
管

理
、
安
全
対
策
等
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
有
効
的
な
手
段
と

思
わ
れ
る
た
め
研
究
し
た
い
と

考
え
る
。

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え

る
に
あ
た
り
今
後
の
交

通
弱
者
対
策
の
更
な
る

強
化
と
向
上
が
必
要
で

あ
る
が
ど
う
か

市
長 

交
通
部
門
や
福
祉
部

門
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
生
活
バ
ス
路
線
の
存
続
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
支
援
を
継
続
し
て
努
め
て
い

く
。

横
山 

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

バ
ス
利
用
料
金
助
成
事
業
、
重

度
心
身
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
の
対
象
範
囲
や
助
成
額

の
拡
大
予
定
は
。

福
祉
部
長 

拡
大
を
し
た
ば

か
り
で
あ
り
、
現
状
で
の
拡
大

予
定
は
な
い
。

横
山 

市
民
バ
ス
の
利
便
性
に

課
題
が
あ
る
と
思
う
。
A
I

な
ど
を
活
用
し
た
時
代
の
変
化

や
他
自
治
体
で
の
事
例
が
増
加

し
て
い
る
。
試
験
的
に
デ
マ
ン

ド
バ
ス
や
市
民
タ
ク
シ
ー
な
ど

を
運
行
し
て
は
ど
う
か
。

企
画
政
策
部
長 

市
民
バ
ス
の
利

用
状
況
を
注
視
し
継
続
が
困
難

と
な
っ
た
場
合
に
本
市
に
適
し

た
交
通
弱
者
対
策
を
検
討
す

る
。

バリアフリーになっていない歩道
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保育園での兄弟入所の現状は
市長▶兄弟入所の加算点を最も高得点とするなど保護者の負担の軽減に努めている

新政会　伊藤 　毅  議員　　　　　　

伊
藤 

2
号
認
定
、
3
号
認
定

で
兄
弟
同
じ
園
に
入
園
で
き
な

い
状
況
は
現
状
あ
る
の
か
。

市
長 

4
月
入
所
時
点
で
の

入
園
選
考
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
か
ら
提
出
さ
れ
る
在
職
証
明

書
等
に
よ
り
保
育
の
必
要
性
を

点
数
化
し
、
点
数
の
高
い
方
か

ら
選
考
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
積
み
上
げ
た
点
数

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
、
兄
弟

が
別
々
の
園
に
通
園
す
る
ケ
ー

ス
が
稀
に
あ
る
。
兄
弟
入
所
の

加
算
点
を
最
も
高
得
点
と
す
る

な
ど
配
慮
を
行
い
、
保
護
者
の

負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成

制
度
に
つ
い
て

伊
藤 

中
学
生
が
償
還
払
い
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
方
針

は
あ
る
か
。

市
長 

医
療
保
険
制
度
と
は
、

医
療
保
険
の
加
入
者
が
保
険
料

を
出
し
合
い
、
病
気
や
け
が
の

場
合
に
、
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
相
互

扶
助
の
精
神
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
の
で
、
そ
の
他
の
被
保
険

者
と
の
負
担
の
均
衡
を
図
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
窓
口
無
料
化
に

つ
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

竜
王
東
小
学
校
周
辺

水
路
に
つ
い
て

伊
藤 

竜
王
東
小
南
側
、
建
設

中
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル
と
隣
接

す
る
巾
80
㎝
の
水
路
が
あ
る

が
、
蓋
が
な
く
歩
行
者
や
車
が

落
ち
る
危
険
性
が
あ
り
、
実
際

に
そ
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

通
学
路
で
も
あ
り
、
改
修
計
画

は
あ
る
か
。

市
長 

通
学
路
に
指
定
さ
れ

て
お
り
、
地
元
自
治
会
か
ら
要

望
が
提
出
さ
れ
、
道
路
幅
も
狭

く
、
通
行
車
両
の
す
れ
違
い
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
今
後
商

業
施
設
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、

車
両
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
の

で
、
安
心
安
全
な
通
学
路
の
交

通
環
境
確
保
の
た
め
、
国
の
交

付
金
を
活
用
す
る
な
か
で
整
備

し
て
い
く
。

竜王東小南側の水路

飲み残し残薬の実態を把握しているか
市長▶本市における残薬の実態は把握していない

公明党　加藤 敬徳  議員　　　　　　

加
藤 

本
市
に
お
い
て
残
薬
の

実
態
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長 

本
市
に
お
け
る
実
態

は
把
握
し
て
い
な
い
。
正
し
く

薬
を
服
用
す
る
た
め
に
は
、
患

者
の
服
用
情
報
を
把
握
し
た
上

で
、
副
作
用
や
重
複
処
方
箋
の

有
無
を
確
認
し
、
指
導
を
行
う

事
が
重
要
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
も
様
々
な
機
会
に
薬
の
適

正
使
用
に
つ
い
て
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

加
藤 

他
県
で
は
患
者
へ
の
服

薬
指
導
や
医
師
へ
の
処
方
調
整

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
た
結

果
、
２
・
５
ヶ
月
で
約
4
割
薬

代
を
削
減
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
の
こ
と
。
本
市
に
お
い
て
も

残
薬
の
実
態
把
握
に
取
り
組
む

こ
と
を
要
望
す
る
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
各
避
難
所
は
、

地
域
の
住
民
を
全
て

収
容
で
き
る
か

市
長 

地
域
住
民
全
て
を
収

容
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

水
害
時
に
は
ま
ず
、
緊
急
避
難

場
所
と
し
て
自
宅
や
近
隣
の
丈

夫
な
建
物
の
２
階
以
上
や
水
害

時
緊
急
避
難
場
所
へ
避
難
す
る

こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
そ
の
後

一
定
期
間
滞
在
可
能
と
な
る
安

全
な
避
難
所
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
る
。

加
藤 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は

学
校
な
ど
の
避
難
所
し
か
記
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
水
害
時

に
緊
急
避
難
で
き
る
場
所
を
拡

大
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
記

載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長 

現
在
、ラ
ザ
ウ
ォ
ー

ク
の
立
体
駐
車
場
や
中
央
高
速

の
法
面
な
ど
を
緊
急
時
の
避
難

場
所
と
し
て
使
え
る
よ
う
協
議

中
で
あ
り
、
そ
れ
を
平
成
32
年

度
に
新
た
に
作
成
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

飲み残し残薬イメージ

中小企業、小規模事業者に対し、どのように取り組むか
市長▶中小企業の生産性向上を実現させるため、積極的に対応していく

公明党　金丸 幸司  議員　　　　　　

金
丸 

市
内
の
中
小
企
業
、
小

規
模
事
業
者
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

市
長 

本
市
で
は
、
６
月
定
例

議
会
に
お
い
て
償
却
資
産
に
係

る
固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ
と
す
る

税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

　

ま
た
、
生
産
性
向
上
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
策
定
し
た
、
本

市
導
入
促
進
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
６
月
22
日
に
経
済
産
業
省

の
同
意
を
受
け
、
２
者
か
ら
申

請
の
あ
っ
た
先
端
設
備
等
導
入

計
画
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
を
短
期
間
で
実
現
さ
せ
る

た
め
、
国
の
施
策
に
注
視
し
、

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

金
丸 

固
定
資
産
税
の
特
例
率

を
市
町
村
が
ゼ
ロ
と
し
、
先
端

設
備
等
導
入
計
画
の
認
定
を
受

け
た
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
国

の
「
も
の
づ
く
り
・
サ
ー
ビ
ス

補
助
金
」「
持
続
化
補
助
金
」

「
サ
ポ
イ
ン
補
助
金
」「
Ｉ
Ｔ

導
入
補
助
金
」
の
４
つ
の
補
助

金
に
お
い
て
優
先
採
択
さ
れ
る

が
、
市
内
に
該
当
す
る
事
業
者

は
あ
っ
た
か
。

建
設
産
業
部
長 

現
在
、
把

握
し
て
い
る
市
内
の
法
人
事
業

者
は
、「
も
の
づ
く
り
・
サ
ー

ビ
ス
補
助
金
」
が
２
者
、「
持

続
化
補
助
金
」
が
19
者
、「
Ｉ

Ｔ
導
入
補
助
金
」
が
10
者
、
合

計
31
者
で
あ
る
。

金
丸 

情
報
の
周
知
、
相
談
窓

口
も
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

市
長 

本
市
で
は
、
制
度
等

の
最
新
情
報
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
す
る
ほ
か
、
現
在
、
商

工
会
全
会
員
を
対
象
に
実
施
し

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
発
送
時

に
「
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封

し
、
制
度
を
周
知
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
の
支
援
機

関
で
あ
る
市
商
工
会
、
市
内
金

融
機
関
等
は
、
相
談
窓
口
と
し

て
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
制
度

の
紹
介
を
お
願
い
し
て
い
る
。先端設備等の導入計画の認定フロー

【支援措置】 
 生産性を高めるための設備を取得した場合、固定資産
税の軽減措置（３年間、ゼロ～1/2の間で市町村の定
める割合に軽減）により税制面から支援 

 計画に基づく事業に必要な資金繰りを支援 
  （信用保証） 
 認定事業者に対する一部補助金における優先採択 
 （審査時の加点） 

事前確認 
（必須） 

経営革新等支援機関 
例  ・商工会議所・商工会・中央会 
   ・地域金融機関 
     ・士業等の専門家      等 

先端設備等導入計画 
申請事業者 
（中小企業等） 

申請 認定 

経済産業大臣 
（導入促進指針の策定） 

市区町村 
（導入促進基本計画の策定） 

協議 同意 

○先端設備等導入計画の認定フロー 

敷島総合文化会館の老朽化による全面改修についての見解を聞く
教育長▶個別計画に基づき施設の改修等に取り組む

創政甲斐クラブ　内藤 久歳  議員　　　　　　

内
藤 

敷
島
総
合
文
化
会
館
は

築
27
年
が
経
過
し
て
お
り
、
経

年
劣
化
に
よ
る
床
の
は
が
れ
や

内
装
の
不
具
合
が
発
生
し
て
い

る
。
早
期
に
全
面
改
修
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
聞
く
。

教
育
長 

経
年
劣
化
に
よ
る
部

分
的
な
改
修
は
逐
次
対
応
し
て

い
る
。
本
市
で
は
、
平
成
29
年

2
月
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
が
策
定
さ
れ
、
敷
島
総
合

文
化
会
館
に
つ
い
て
も
、
平
成

32
年
度
内
を
目
途
と
し
た
個
別

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
そ
の

計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
改
修

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

内
藤 

大
ホ
ー
ル
、
視
聴
覚
教

室
お
よ
び
映
像
機
器
に
つ
い
て

個
別
計
画
の
位
置
づ
け
は
。

教
育
部
長 

大
ホ
ー
ル
お
よ

び
視
聴
覚
室
の
音
響
機
器
等
に

つ
い
て
は
、
不
具
合
や
故
障
に

よ
り
入
れ
替
え
や
修
理
を
行
う

よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

随
時
対
応
し
て
い
く
。
大
規
模

な
工
事
等
を
伴
う
な
ど
多
額
の

経
費
を
必
要
と
す
る
機
器
の
入

れ
替
え
等
に
つ
い
て
は
今
後
策

定
し
て
い
く
個
別
計
画
に
盛
り

込
む
予
定
で
あ
る
。

内
藤 

敷
島
総
合
文
化
会
館
の

駐
車
場
は
５
施
設
の
共
用
駐
車
場

に
な
っ
て
い
る
。
市
が
所
有
す
る

公
共
施
設
で
未
舗
装
の
駐
車
場

は
、
見
当
た
ら
な
い
。
舗
装
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
聞
く
。

教
育
長 
イ
ベ
ン
ト
時
の
駐

車
場
の
利
用
状
況
や
駐
車
場
を

利
用
し
て
い
る
敷
島
総
合
文
化

会
館
、
図
書
館
、
体
育
館
等
の

今
後
の
施
設
の
あ
り
方
を
示
す

個
別
計
画
を
参
考
に
雨
水
対
策

も
考
慮
す
る
中
で
整
備
等
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
か
ら
正
式

教
科
化
さ
れ
た
道
徳
教

育
の
評
価
の
考
え
方
、

進
め
方
に
つ
い
て
聞
く

教
育
長 

個
別
の
道
徳
性
を

評
価
す
る
の
で
は
な
く
、
学
習

の
中
で
ど
う
考
え
感
じ
判
断
し

て
い
る
か
と
い
っ
た
学
び
の
様

子
を
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な

く
記
述
式
で
評
価
し
て
い
く
。老朽化が進む敷島総合文化会館

一般質問 一般質問　
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小規模自治会の統合支援策の制度創設は
市長▶今後、他の自治体を参考にしながら研究していく

創政甲斐クラブ　藤原 正夫  議員　　　　　　

障がい者雇用数は、制度の基準（2.5％）なら19人では
市長▶国の制度を見据え、法の趣旨に沿うよう進める

日本共産党 甲斐市議団　松井 　豊  議員　　　　　　

今後の道路等のインフラ整備について聞く
市長▶甲斐市公共施設等総合管理計画に基づき、施設の長寿命化を

推進する中で、費用の抑制、平準化を図り事業を進める
新政会　清水 正二  議員　　　　　　

清
水 

道
路
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
つ
い
て
、
今
後
40
年
間
の
長

期
更
新
計
画
の
平
準
化
費
用
が

毎
年
7
・
7
億
円
と
さ
れ
て
い

る
が
、
道
路
等
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
平
成
29
年
度
の
現
状
と
実
績

は
。市

長 

道
路
延
長
は
平
成
29
年

度
末
で
約
６
１
９
㎞
と
な
っ
て
お

り
、
２
０
４
件
の
整
備
を
行
い
、

事
業
費
は
3
億
4
、
8
0
6
万

円
で
あ
る
。
内
訳
は
、
市
道
が

1
8
1
件
、
2
億
7
、
0
2
4
万

円
お
よ
び
農
道
が
20
件
、
7
、

4
5
8
万
9
千
円
、
林
道
等
が
３

件
、
３
２
２
万
７
千
円
で
あ
る
。

清
水 

温
泉
施
設
の
集
約
統
合

の
検
討
見
直
し
に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

本
市
の
３
つ
の
温
泉

施
設
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の

建
物
や
機
械
設
備
に
お
い
て
も

老
朽
化
が
進
行
し
て
お
り
、
新

た
な
方
針
を
決
定
す
べ
き
時
期

を
迎
え
て
い
る
。
平
成
31
年
度

か
ら
新
た
な
３
年
間
の
契
約
更

新
を
予
定
し
て
い
る
。
次
期
指

定
管
理
期
間
の
早
い
段
階
で

様
々
な
問
題
を
整
理
し
な
が

ら
、
温
泉
施
設
の
集
約
統
合
を

含
め
た
検
討
を
行
い
、
個
別
計

画
を
策
定
し
て
い
く
。

清
水 

公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
会
議
な
ど
、
全
庁
的
な
取

組
体
制
の
構
築
の
進
捗
は
。

市
長 

昨
年
度
、
部
長
級
職

員
で
構
成
す
る
甲
斐
市
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
議
を
設

置
、
下
部
組
織
と
し
て
課
長
級

職
員
で
構
成
す
る
専
門
部
会
を

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
そ
れ
ぞ

れ
２
回
の
会
議
を
開
催
し
、

個
別
施
設
計
画
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
計
画
へ
の
記
載
事

項
等
を
協
議
し
て
き
た
。

　

今
後
も
、
必
要
に
応
じ
て
会

議
を
開
催
し
、
甲
斐
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
推
進
を

図
っ
て
い
く
。

藤
原 

住
民
に
と
っ
て
一
番
身

近
な
組
織
は
自
治
会
で
あ
り
、

市
に
と
っ
て
も
自
治
会
は
市
と

住
民
を
つ
な
ぐ
大
切
な
組
織
で

あ
る
。
数
年
前
に
各
地
区
自
治

会
連
合
会
を
廃
止
し
て
、
市
自

治
会
連
合
会
を
設
立
し
た
が
従

前
の
形
態
と
の
違
い
に
つ
い
て

聞
く
。

市
長 

合
併
時
か
ら
統
一
し
た

組
織
化
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
。
様
々
な
問
題
に
よ
り
実
現
に

至
ら
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

合
併
10
年
を
超
え
、
こ
れ
以
上
先

延
ば
し
出
来
な
い
と
、
自
治
連
合

会
役
員
の
協
議
で
昨
年
度
、
市
自

治
会
連
合
会
を
上
部
組
織
と
し
て

各
支
部
を
下
部
組
織
に
形
態
を
変

更
し
た
。
組
織
運
営
の
簡
素
化

と
、
会
費
等
を
統
一
し
た
組
織
と

な
っ
た
。

藤
原 

人
口
が
増
加
し
て
い
る

の
は
市
街
地
や
開
発
可
能
な
一

部
の
区
域
で
あ
る
。
北
部
山
間

地
や
旧
市
街
地
の
小
規
模
自
治

会
は
、
人
口
減
が
進
み
自
治
会

活
動
が
困
難
で
あ
る
。
世
帯
数

が
50
世
帯
以
下
の
自
治
会
の
統

合
を
行
政
主
導
で
行
っ
て
は
ど

う
か
。

市
長 

自
治
会
統
合
に
つ
い

て
は
、
そ
の
地
域
住
民
の
生
活

を
第
一
に
考
え
自
治
会
の
意
向

を
十
分
汲
ん
で
自
治
会
の
機
能

の
充
実
や
統
合
の
必
要
性
な
ど

今
後
協
議
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

藤
原 
小
規
模
自
治
会
の
統
合

支
援
策
と
し
て
、
統
合
自
治
会

補
助
制
度
を
創
設
し
、
小
規
模

自
治
会
に
積
極
的
に
働
き
か
け

る
考
え
は
。

市
長 

統
合
支
援
制
度
に
つ

い
て
は
、
県
外
で
自
治
会
統
合

補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
本
市
も
各
自
治
会
へ

行
政
連
絡
調
整
費
交
付
金
等
を

交
付
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
統
合
へ
の
支
援
に
は
、
今

後
該
当
す
る
自
治
会
や
、
市
自

治
会
連
合
会
や
、
連
合
会
支
部

と
協
議
を
行
い
、
他
自
治
体
を

参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

く
。

松
井 

障
が
い
者
雇
用
数
の
基

礎
数
は
、
正
規
職
員
4
4
9
人

を
用
い
て
い
る
が
、
制
度
の
基

準
で
は
一
般
職
非
常
勤
職
員

3
2
4
人
を
含
む
7
7
3
人
な

の
で
、
2
･
5
%
な
ら
19
人

の
雇
用
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

市
長 

国
の
一
般
職
非
常
勤

職
員
の
制
度
改
正
を
見
据
え
、

法
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
障
が
い

者
雇
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

総
務
部
長 

今
年
度
の
職
員

採
用
試
験
で
の
身
体
障
が
い
者

の
雇
用
（
現
行
は
7
人
1
・

6
％
）
は
法
定
雇
用
率
達
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

松
井 

現
在
ま
で
の
雇
用
障
が
い

者
は
身
体
障
が
い
者
の
み
だ
が
。

市
長 

そ
の
他
の
障
が
い

（
知
的
・
精
神
等
）
者
に
つ
い

て
も
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
。

バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

に
選
定
さ
れ
た
52
地
域

（
平
成
27
年
以
前
）の
進

捗
状
況
は

市
長 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
・
熱
利
用
は
11
件
で
、
発
電

の
み
は
3
件
、
発
電
・
熱
利
用

は
1
件
が
稼
動
し
て
お
り
、
他

の
7
件
は
検
討
中
で
あ
る
。

松
井 

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
は
何
％
か
。
８
割
近
い
排
熱
の

有
効
利
用
は
ど
う
か
。

市
長 

日
立
造
船
で
は
発
電

効
率
は
30
％
と
し
て
お
り
、
排

熱
は
公
共
施
設
や
農
業
施
設
へ

供
給
す
る
計
画
で
あ
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
に
基
づ
い

て
、
各
施
設
所
管
課

が
行
っ
て
い
る
個
別

計
画
の
進
捗
状
況
は

市
長 

平
成
29
年
度
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
会
議
と
専
門
部
会
を

設
置
し
て
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
を
協
議
し
、
平
成
30
年
度
は

各
所
管
課
で
施
設
の
状
況
や
役

割
・
課
題
を
整
理
し
、
平
成
31

年
度
は
施
設
管
理
方
針
と
対
策

費
用
を
整
理
し
、
平
成
32
年
度

は
計
画
策
定
を
行
う
。

松
井 

全
国
の
他
県
・
市
の
試
算

を
見
る
と
、
経
費
面
で
は
施
設
の

長
寿
命
化
が
最
も
有
効
。

 

竜王庁舎本館

梅の里クラインガルテンクラブハウス

双葉西児童館

市道境大下条線

甲斐市公共施設等総合管理計画

山梨県緑化センター跡地活用における市長の見解は
市長▶事業コンセプトを「フラワーパーク&ミュージアム」とし、

早期実現に向け課題等を整理していく
日本共産党 甲斐市議団　谷口 和男  議員　　　　　　

谷
口 

特
別
委
員
会
に
示
さ
れ

た
事
業
費
概
算
で
は
総
事
業
費

約
42
億
円
で
高
す
ぎ
る
。
入
場

料
も
１
２
０
０
円
で
は
集
客
も

見
込
め
な
い
。
見
直
す
考
え

は
。

企
画
政
策
部
長 

事
業
化
に
向

け
、
民
間
企
業
か
ら
ア
イ
デ
ア

等
を
提
案
い
た
だ
く
中
で
、
経

費
削
減
を
図
り
、
持
続
可
能
な

施
設
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

重
度
心
身
障
が
い
者

の
窓
口
負
担
無
料
の

復
活
を
求
め
る

市
長 

平
成
26
年
10
月
ま
で

は
窓
口
無
料
化
を
実
施
し
て
き

た
が
、
窓
口
無
料
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
に
係
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
補
填
に
要
す
経
費
は
年
々
増

大
し
て
い
た
た
め
、
平
成
26
年

11
月
か
ら
山
梨
県
下
一
斉
に
現

在
の
償
還
払
い
、
い
わ
ゆ
る
自

動
還
付
方
式
へ
転
換
し
た
。
経

緯
を
踏
ま
え
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
た
い
。

谷
口 

子
育
て
支
援
と
し
て
小

学
生
の
窓
口
無
料
化
が
実
施
さ

れ
た
。
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
廃
止
を

国
に
要
請
し
、
重
度
心
身
障
が

い
者
お
よ
び
中
学
生
ま
で
の
窓

口
無
料
化
を
も
と
め
る
。

東
川
の
豪
雨
災
害
対

策
に
つ
い
て

谷
口 

東
川
で
菖
蒲
沢
太
陽
光

発
電
建
設
現
場
か
ら
濁
り
水
が

流
れ
出
て
い
る
が
。

市
長 

８
月
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
際
に
、
現
地
を
確
認
し
、
事

業
者
に
速
や
か
に
河
川
に
泥
水

が
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
対
応
す

る
な
ど
対
策
を
と
ら
せ
た
。
し

か
し
、
現
在
、
建
設
中
の
施
設

で
あ
る
た
め
、
雨
水
が
全
く
河

川
に
流
れ
込
ま
な
い
こ
と
は
難

し
く
、
豪
雨
時
に
は
巡
回
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
な
ど
引
き
続
き

注
視
し
て
い
く
と
と
も
に
、
許

可
権
者
で
あ
る
山
梨
県
も
含

め
、
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有

し
、
適
切
に
指
導
し
て
い
き
た

い
。

菖蒲沢太陽光発電建設現場

宮の郷木質バイオマス発電所甲斐市自治会連合会定期総会の様子

一般質問 一般質問　
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第３次甲斐市行政改革大綱について
市長▶自主財源の確保は今後も意欲的に取り組んでいく

颯新クラブ　有泉 庸一郎  議員　　　　　　

有
泉 

第
２
次
甲
斐
市
総
合
計

画
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は

「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
実
施

計
画
」
は
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
４
つ
の
重
点
目
標
の

一
つ
で
あ
る
「
健
全
な
財
政
運

営
」
の
中
で
自
主
財
源
の
確
保

に
つ
い
て
聞
く
。

市
長 

本
市
で
は
、
多
様
化
・

高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や

様
々
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
17
年
度
か

ら
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、

行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
自
主
財
源
の
確
保
に
お

け
る
各
部
各
課
の
対
応
状
況
だ

が
、
市
税
等
の
収
納
率
向
上
・

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
拡

大
・
未
利
用
公
有
財
産
の
整
理

処
分
等
に
努
め
て
い
る
。

有
泉 

市
税
等
の
収
納
率
向
上

は
、
自
主
財
源
の
確
保
と
し
て

は
消
極
的
な
感
は
否
め
な
い
。

確
保
と
い
う
よ
り
創
出
と
い
う

観
点
か
ら
、
各
部
各
課
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
聞
く
。

企
画
政
策
部
長 

緑
化
セ
ン
タ
ー

跡
地
活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
、
甲
斐
市
商
工
会
と
連
携

を
図
る
中
で
観
光
へ
の
波
及
効

果
等
検
討
し
、
税
収
増
加
に
つ

な
げ
た
い
。

建
設
産
業
部
長 

農
業
振
興
に
つ

い
て
は
、
圃
場
整
備
等
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
よ
り
農
家
の
所
得
向

上
を
図
り
、
住
民
税
の
増
額
に

つ
な
げ
て
い
く
。
ま
た
「
赤
坂

と
ま
と
」
や
「
焼
酎
大
弐
」
を

地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

生
活
環
境
部
長 

バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
核
と
な
る
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
お
い

て
は
、
発
電
所
の
直
接
雇
用
や

供
給
体
制
に
お
け
る
雇
用
が
創

出
さ
れ
る
。
ま
た
、
発
電
会
社

か
ら
の
固
定
資
産
税
や
法
人
市

民
税
を
、
新
た
な
税
収
入
と
し

て
見
込
ん
で
い
る
。

竜王駅前甲斐てき朝市の今後は
市長▶竜王駅を拠点とした地域間交流の促進を目指し、継続的に開催していく計画と聞いている

新政会　清水 和弘  議員　　　　　　

清
水 

竜
王
駅
前
活
性
化
事
業

「
竜
王
駅
前
甲
斐
て
き
朝
市
」

の
今
後
の
在
り
方
、
計
画
に
つ

い
て
聞
く
。

市
長 

毎
月
第
二
日
曜
日
、

午
前
八
時
か
ら
竜
王
駅
魅
力
発

信
協
議
会
主
催
の
竜
王
駅
前
甲

斐
て
き
朝
市
が
開
催
さ
れ
て
い

て
、
こ
の
9
月
9
日
で
22
回
と

な
っ
た
。
ま
た
こ
の
8
月
に

は
、
同
協
議
会
が
公
民
館
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
に
呼
び
か
け
、

ピ
ア
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
新
た
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
の
推
進
の
在
り
方
、
計
画
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
出

店
者
を
増
や
し
て
行
く
な
ど
、

竜
王
駅
を
拠
点
と
し
た
市
内
外

の
地
域
間
交
流
の
促
進
を
目
指

し
、
継
続
的
に
開
催
し
て
い
く

計
画
だ
と
聞
い
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利

用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
に

て
住
民
票
や
印
鑑
証

明
等
が
取
得
で
き
る

こ
と
が
発
表
、
実
行

に
移
さ
れ
、
そ
の
利

便
性
が
高
ま
る
中
、

庁
舎
内
の
自
動
交
付

機
が
撤
去
さ
れ
る

が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
に
つ
な
が
ら

な
い
の
か

市
長 

本
年
５
月
30
日
よ
り

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
稼
働
し
、
そ

れ
に
伴
い
、
自
動
交
付
機
に
つ

い
て
は
12
月
末
を
も
っ
て
撤
去

予
定
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付

で
は
、
交
付
時
間
が
午
前
６
時

30
分
か
ら
午
後
11
時
ま
で
可
能

と
な
り
、
交
付
場
所
も
、
自
宅

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
は
も
と
よ
り

全
国
ど
こ
で
も
交
付
が
可
能
で

あ
り
利
用
機
会
が
拡
大
さ
れ

た
。
一
時
的
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
に
お
手
数

を
お
掛
け
す
る
が
、
市
民
の
利

便
性
は
高
ま
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

竜王駅前甲斐てき朝市の様子

甲斐市ホームページでのPR

総合防災訓練において市議会災害対策
本部を設置後、関係機関合同訓練の
視察を行いました。
　市議会では、市議会災害対策本部設置規程
および市議会災害対策本部対応マニュアルによ
り、９月２日の市防災訓練に併せて、議会防災訓
練を行いました。当日は、本部長（議長）、副本部
長（副議長）、本部員（総務教育・厚生環境・建
設経済の常任委員長）による市議会災害対策本
部を設置して、その後、竜王東小学校での関係
機関合同訓練の視察を行いました。合同訓練で
は、初めて、災害協定を結んでいる「日本航空学
園」による災害時のドローンの活用方法の講習
が行われました。
　また、本部員以外の各議員については、各地
区の一時避難場所での避難訓練に参加して、参
加人数や状況を市議会本部へ報告する伝達訓
練などを行いました。

議会防災訓練を実施

市議会災害対策本部の様子

ドローンを操作する小澤副議長

災害時のため、乳幼児液体ミルクを備蓄してはどうか
市長▶国内で販売された時は、備蓄品に加えていきたい

公明党　保坂 芳子  議員　　　　　　

保
坂 

現
在
の
粉
ミ
ル
ク
の
災

害
時
の
備
蓄
活
用
は
。

総
務
部
長 

ス
テ
ィ
ッ
ク
タ

イ
プ
の
製
品
二
千
五
百
本
、
哺

乳
瓶
、
備
蓄
用
水
、
ガ
ス
コ
ン

ロ
、
や
か
ん
を
竜
王
庁
舎
東
防

災
備
蓄
倉
庫
と
各
支
所
に
分
け

て
備
蓄
し
て
い
く
。

子
ど
も
を
守
る
た
め

お
た
ふ
く
か
ぜ
と
ロ

タ
の
ワ
ク
チ
ン
に
公

費
助
成
を

市
長 

近
隣
市
町
村
の
状
況

な
ど
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。

保
坂 

予
防
接
種
の
周
知
に
、

子
育
て
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

は
。

子
育
て
健
康
部
長 

民
間
の

無
料
の
「
予
防
接
種
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
ア
プ
リ
」
を
市

の
H
P
で
紹
介
し
た
い
。

保
坂 

成
人
の
風
し
ん
対
策

は
。

子
育
て
健
康
部
長 

現
在
妊

娠
届
出
時
に
風
し
ん
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
啓
発
し
て
い
る
が
、

今
後
は
、
婚
姻
届
け
出
時
に
も

チ
ラ
シ
等
を
使
い
周
知
し
て
い

く
。

発
達
障
が
い
の
早
期

発
見
の
た
め
巡
回
派

遣
事
業
の
充
実
を

市
長 

「
甲
斐
市
基
幹
相
談
セ

ン
タ
ー
」
と
関
係
課
で
構
成
す

る
「
健
や
か
サ
ポ
ー
ト
会
議
」

と
臨
床
心
理
士
が
巡
回
面
談
し

て
い
る
が
、
更
に
派
遣
回
数
や

体
制
作
り
を
見
直
し
て
い
き
た

い
。

保
坂 

発
達
障
が
い
の
専
門
相

談
窓
口
を
一
元
化
し
相
談
し
や

す
く
し
て
は
。

福
祉
部
長 

発
達
障
が
い
の

疑
い
が
あ
る
場
合
の
対
応
は
、

「
甲
斐
市
基
幹
相
談
セ
ン

タ
ー
」
で
行
い
、
発
達
障
が
い

と
診
断
さ
れ
た
場
合
は
福
祉
課

が
個
々
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

手話通訳者による窓口業務（福祉課）

一般質問 一般質問　
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議
会
だ
よ
り
57
号
発
行
に
あ
た
り
、

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
1
期
目
の

新
人
で
副
委
員
長
を
務
め
る
事
に
な

り
、
恐
縮
す
る
と
と
も
に
本
当
に
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
感
謝
致
し
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
市
政
で
今
ど
の
よ
う

な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
皆
様
に
お
伝

え
す
る
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
お
よ

び
す
べ
て
の
年
代
の
方
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
議
会

だ
よ
り
の
発
行
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

【
伊
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特別委員会レポート

※日程等に変更がある場合もあります

※お気軽にお越しください。
※傍聴に際し、手話通訳が必要な方は、福祉

課へお申込みください。

TEL 055-278-1691　FAX 055-276-2113

平成30年
第４回定例会の日程（予定）

議会 　傍聴
してみませんか!

を

第３回定例会までに開催された各特別委員会の活動
（調査）状況をお知らせします。

　特別委員会レポート

■ 議会改革特別委員会
日　　付 特別委員会の内容

平成 30 年 6 月 22 日 正副委員長の互選

平成 30 年 7 月 24 日 議員定数・議員報酬見直しの今後の進め方、調査・検討スケジ
ュール（案）の協議　など

平成 30 年 8 月 10 日 議員定数・議員報酬の調査・検討スケジュールの決定、基礎資
料の報告　など

平成 30 年 9 月 6 日 基礎資料等による各委員の意見聴取方法、
市民参加による議員研修会開催について協議　など

■ バイオマス産業都市構想特別委員会
日　　付 特別委員会の内容

平成 30 年 6 月 22 日 正副委員長の互選

平成 30 年 7 月 25 日 木質バイオマス発電事業予定者との協議状況の報告および質疑

■ 山梨県緑化センター跡地活用特別委員会
日　　付 特別委員会の内容

平成 30 年 6 月 22 日 正副委員長の互選

平成 30 年 8 月 29 日 現地視察、山梨県緑化センター跡地活用事業の進捗状況、今後
の事業計画（案）についての報告および質疑

山梨県緑化センター跡地の
現地視察の様子

特 別
委員会 市民の声を市政にどうする？

議員定数＆報酬
考えてみませんか。必要な議員定数と議員報酬

　議会では、議員定数と議員報酬のあり方について考える機会として、下記により『市民参
加の議員研修会』を開催します。無料で参加できますので、お気軽に足をお運びください。

と　き 11月16日（金）　午後７時～午後９時
ところ 敷島総合文化会館　大ホール
対　象 市民であればどなたでも参加できます

講　師 山梨学院大学　江
え と う

藤　俊
としあき

昭 教授
内　容 「議員定数・議員報酬のあり方について」の講演

■問合せ：甲斐市議会事務局　☎055-278-1673（直通）

日 月 火 水 木 金 土

12 月 2 日 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

午前10時～
本会議（議案上
程等）

午前9時30分～
建設経済常任委員会
午後1時30分～
厚生環境常任委員会

午前9時30分～
総務教育常任委
員会

午前10時～
本会議（採決・
代表質問）

16 17 18 19 20 21 22
午前10時～
本会議（代表質
問・一般質問）

午前10時～
本会議（一般質
問）

午前10時～
本会議（一般質
問・採決等）

23 24 25 26 27 28 29

議会広報常任委員会よりお知らせ



不用品の買取・回収・販売
★ゴミの片付け・遺品整理も致します。

井上 眞喜子　
［町屋］

　私はペットの総合サービス事業をしており、飼
い主さんとペットがより良い関係になるお手伝い
をさせていただいております。その中、身近な問
題として野良猫によって起こるトラブルも耳に
します。野良猫の増えすぎに起因するものがほと
んどですが、犬とは違い猫に関する法律はないた
め行政が野良猫の捕獲を行うことはできません。
また飼い猫でも放し飼いにされている子はいるた
め、野良猫か飼い猫か判断することも難しく勝手
な処分が難しいのが現状です。飼いたいけど飼え
ない・避妊しておけば良かった、など思ったこと
がある方も少なくないと思います。
　「地域猫」という言葉をご存知ですか？特定の
飼い主がおらず外で生活するという点では野良猫
と同じですが、地域住民の合意の下で特定のごは
ん場やトイレを設置し皆で適切に面倒を見ていく
という「地域で管理されている野良猫」のことで
す。甲斐市では不妊手術の補助金を交付しており
ますが、地域猫も不妊手術を受け目印を付けてい
ます。このような現状の中、現在各地で地域猫活
動が盛んに行われ効果を上げています。野良猫の
トラブル軽減だけでなく地域全体のコミュニケー
ション活性化にもつながり地域の全員が快適に過
ごせるよう、ここ甲斐市でも野良猫との関わり方
を皆で考えてみませんか。

武藤　純
［竜王新町１区］

　９月10日に初日を迎えた、第３回定例会を傍
聴させていただきました。質問事項も各種整備
計画、災害対策、子育て支援、障がい者支援等
多岐にわたり、非常に興味深く、また、日頃見
過ごしがちな項目もありました。
　災害対策に関しては、複数の議員の方から質
問がありましたが、今年も台風による被害や、
ゲリラ豪雨による川の氾濫、北海道胆振東部地
震など国内の各地で水害や土砂崩れ、ライフラ
インへの被害が発生しています。今まで行われ
てきた対策の延長線上で進めてよいものか、被
害の想定をもう一度見直し、対策案や災害時対
応手順の「あるべき姿」について、随時見直し
を行っていくべきではないかと思います。
　子育て支援に関しては、多様化する生活環境
への対応や市勢の発展のためにも、直接的な支
援以外も間接的な支援や乳児から成人に至るま
で、切れ目ない支援策を期待します。
　議会の傍聴は、インターネットでの LIVE 配
信や事後配信による視聴も可能であり、足を運
ばずとも市政の動きを知ることができるように
なっています。開かれた議会となるよう、議員
の皆さんや市職員の方々も努力されており、そ
の努力を無駄にせぬよう、市民としても積極的
に市政に興味を持ち参加していきたいと感じま
した。

「生活快適都市甲斐
市の野良猫ちゃん」

委 員 長	 五　味　武　彦
副委員長	 伊　藤　　　毅
委　　員	 加　藤　敬　徳

委　　員	 谷　口　和　男
委　　員	 小　澤　重　則
委　　員	 山　本　英　俊
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